
投与順
抗がん剤名

前投薬名
投与経路 溶解液 投与時間 投与日（d1.d8など）

1 生理食塩液 点滴静注 day1.2.3

2
パロノセトロン静注

デキサメタゾン注射液
点滴静注 生食50ml 30分 day1

3 エトポシド注 点滴静注 5%TZ500ml ２時間 day1.2.3

4
ソリタ1号輸液

硫酸Mg注射液1mEq/ml
点滴静注 １時間 day1

5 20％マンニトール注射液 点滴静注 １時間 day1

6 シスプラチン点滴静注液 点滴静注 生食500ml ２時間 day1

7 生理食塩液 点滴静注 １時間 day1.2.3

8 ソリタT3号輸液 点滴静注 １時間 day1.2.3

9 デキサメタゾン注射液 点滴静注 生食50ml 30分 day2.3

注射薬

（支持療法）

経口

（支持療法）
アプレピタントカプセル 経口

経口 デキサメタゾン錠0.5mg 経口

■有

□無

■有

□無
プレ・ホストメディケーション アプレピタントカプセル

80mg/㎡

500ｍｌ

500ｍｌ

6.6mg

4日目　16mg

投与基準

WBC：4000/m㎥以上、Hb：9.5g/dL以上、PLT：10万/m㎥以上、AST：100IU/L以

下、ALT：100IU/L以下

Scr：1.2mg/dL以下、Ccr：60mL/分以上
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■進行・再発

□術後補助化学療法

□術前補助化学療法

休薬・減量・再開の目安

休薬

●Grade２の肝機能障害が発現した場合には正常値になるまで延期

●WBC：3500/m㎥以下、Hb：7.5g/dL以下、Scr：1.5mg/dL以上の時は

　エトポシド休薬

減量

●Grade２以上の腎機能傷害→シスプラチン75%量へ減量

●Grade4以上の血液毒性時→エトポシド・シスプラチンを75%量へ減量

●Grade3以上の肝機能障害、Grade３以上の腎機能障害、Grade２以上の肺機

能障害

→治療を中止
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1日目　125mg、2.3日目　80mg

１日投与量

（/㎡/kg/body）

50ml

0.75mg

9.9mg

300ｍｌ

がん薬物療法治療レジメン登録票（申請書）

100mg/㎡

500ml

0.4バイアル

□その他（　　　　　　）

前立腺小細胞癌

１コース（次コースまでの日数）　　　　　　　　　　　　28日

がん種 レジメン名 EP療法

水島協同病院　化学療法委員会


